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Survey Study of Resident Awareness on Waste Final Disposal Site 




 As construction of final waste disposal site is essential recently, a problem where we should build it 
becomes important issue. However, public opposition occurs for the construction because the final waste 
disposal site has negative image such as pollution of various kinds, increase of traffic volume and noise 
by truck and bulldozer, and aggravation of living conditions. Public opposition is the most critical 
problem in constructing final waste disposal site. The source of public opposition has been characterized 
as NIMBY or not-in-my-yard. This paper presents a survey of the resident awareness on final waste 
disposal site, and attempts to find factors which affect the public opposition using logistic regression 
analysis and CART(classification and regression tree). 
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いることが確認できた．この現状は NIMBY  (Not 
















 一般にある現象の発生する確率 p を，その現象の生起を説明
するために観測された変数群 ),...,,( 21 rxxx=x で説明しよう
と考える．次に通常の回帰分析と同じように切片 0β と各説明変
数の効果を表すパラメータ rβββ ,...,, 21 で合成される線形合
成変数 )(xg を考える．  
 
rr xxxg ββββ ++++= "22110)(x          (1) 
 
ここで，この )(xg を用いて， ),...,,( 21 rxxx=x という状態の



























pg e −=                 (3) 
 
上式の右辺を logit )(xp と表現し(これをロジット変換という)，
)(xg は )(xp のロジット(logit)あるいは対数オッズ(log odds)と
呼ぶ．したがって， )(xp のロジット変換 logit )(xp は次のとお
りになる． 
 




により ),( +∞−∞ の定義域をもつ )(xg に変換し，式(3)のような
通常の回帰分析の形式に表現できるようにしたことである． 





分析では，目的変数である y は，事象が生じれば 1，生じなけ
れば 0 という 2 値をとる変数となる．したがって式(2)より i 番
目の個体の尤度は 
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表している．x1, x2, x3は分岐変数であり，t2, t4, t6, t7はターミ
ナル・ノードである．また，t3 は t5 の親ノード(ancestor)，t5 は
t3の子ノード(descendant)と呼ぶ． 









tjpti )|(1)( 2                 (7) 
 
ここで， t はノード， j はクラス， p は割合を表す．したがっ
て， )|( tjp は「ノードt 内のクラス j の割合」ということにな
る． 
いま s という分岐を行ったとすると，分岐前のGINIインデッ
クス， )(ti と分岐後の複数のインテックス， )( iti を計算し，分












)(),(            (8) 
 
ここで， )(tN は t ノードでデータの総数， )( itN は t ノードで
i クラスの個数を表す． 
この ),( tsiΔ が最も大きくなるような分岐 s を探し出し，それを


















































変数が多すぎるので，ステップワイズ法(entry criterion=0.2, stay 
criterion=0.1)を用いて変数選択を行った．その結果，説明変数と









































































































































































validated relative error)である． 
 
   





呼ぶことにする．図－8では cp=0.018 で標準誤差 1 倍の範囲内
の最大の相対誤差値を持っている．さらに，その時の最適な樹
木のサイズは 13となる．この結果により複雑度パラメータ値の
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0.016を基準として剪定作業を行った．その結果は図－9に示す． 
CARTによる分析結果，NEED, AGE, IMAGE9, WORRY2, 

















つの分析方法で選ばれた変数を表す．両方ともSEX, AGE, NEED, 
IMAGE7, IMAGE9が説明変数として使われていることがわかる．
ロジスティック回帰分析には，その他に IMAGE3, WORRY8, 
LANDUSE3 が説明変数として使われており，CARTによる分析







SEX, AGE, NEED, IMAGE3,  
IMAGE7, IMAGE9, WORRY8, 
LANDUSE3 
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  予測されたクラス 
  反対する 反対しない 
反対する 230 37 実際の 
クラス 反対しない  90 54 
 
表－14  CARTによる予測結果 
  予測されたクラス 
  反対する 反対しない 
反対する 230 37 実際の 
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